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ヘッドライン　音が関わる化学
　超音波洗浄装置や歯ブラシ，腹部エコーなど，比較的身近で超音波が利用されている。こ
のような超音波あるいは音波は，物質中を伝播する波（疎密波）であり，物質に作用して化
学的・物理的な変化を引き起こす。一方，光と物質の相互作用により音波が発生することも
ある。このような「音」が関わる化学について，その基礎事項から，物質合成や材料開発，
および分析・評価技術にかかわる研究例を紹介する。
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教科書と探究活動を結ぶAL授業　―金属イオンの同定を題材とした PBL型実験の実践―
 中込　真
論証を重視した化学の探究活動 池本　勲，小松　寛
国際バカロレアの手法を取り入れた探究的な学び　もしも水が直線分子だったら？ 鮫島朋美
探究心をそそる生徒による高分子分離実験 岩田久道

次号ヘッドライン 普段の授業内で行う探究的な学びの実践　 
―「主体的・対話的で深い学び」を目指して―

　中国地方随一の名峰大山を望む勝田ヶ丘，鳥取県立米子東高等学校の新校舎が平
成 30 年に完成しました。明治 32 年 4 月 1 日に鳥取県第二中学校として創立後，米
子中学校，米子第一高等学校と改称され，昭和 24 年 4 月に現在の校名となり，令
和元年の今年，創立 120 周年を迎える米子東高等学校。旧校舎からバトンを受け継
ぐ新たな校舎は，多目的ホール棟に時計台を有し，変革の時代にも変わることなく
高校生の熱き青春を見守ります。

表紙の言葉　鳥取県立米子東高等学校　多目的ホール棟時計台


